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2022 6月号掲載している各種講座・イベントについては新型コロナの影響で中止・延期となる場合があります。

市
で
は
慢
性
腎
臓
病
の
重
症
化
予
防
に
向
け
た
取

り
組
み
「
ち
ゅ
ら
ま
〜
み
（
腎
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

平
成
29
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
を
健
康
支
援
課
の

み
な
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
健

康
で
輝
く
暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
に
、
腎
臓
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

う
る
ま
市
の
現
状

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、

う
る
ま
市
・
沖
縄
市
で
は
腎
臓
の
状
態
が
悪
化
し
て
人

工
透
析
を
受
け
る
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
透
析
人
口
が
全
国
・
沖
縄
県
全
体

と
比
較
し
て
高
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
健
康
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
う
る
ま
市
・
沖

縄
市
・
中
部
地
区
医
師
会
・
全
国
健
康
保
険
協
会
沖

縄
支
部
の
4
者
協
働
で
事
業
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と

し
、
新
規
人
工
透
析
患
者
を
減
ら
す
た
め
「
ち
ゅ
ら
ま

～
み
（
腎
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

か
か
り
つ
け
医
と
腎
臓
診
療
医
の
連
携

　
　

「
病
診
連
携
医
登
録
事
業
」
と
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

が
一
定
の
紹
介
基
準
に
基
づ
き
、
患
者
を
「
腎
臓
診
療

医
」
に
紹
介
し
、
協
働
で
病
診
連
携
に
取
り
組
む
こ

と
で
一
人
の
患
者
を
重
症
化
さ
せ
ず
、
新
規
透
析
患
者

数
を
減
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。

令
和

3

年
12
月
時
点
で
は
、
こ
の
連
携
で
紹
介
さ

れ
た
件
数
は

2
7
9

件
に
も
及
ん
で
い
ま
す
。

保
険
者
の
取
り
組
み

か
か
り
つ
け
医
が
い
な
い
方
で
、
健
診
の
結
果
、
紹

介
基
準
に
該
当
す
る
場
合
は
、
保
険
者
（
う
る
ま
市
・

沖
縄
市
・
協
会
け
ん
ぽ
）
が
、
ち
ゅ
ら
ま
～
み
（
腎
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
登
録
し
て
い
る
医
療
機
関
へ
の
受
診

勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
対
象
と
な
る
市
民
の

方
へ
の
保
健
指
導
、
医
療
機
関
や
市
の
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
対
象
に
し
た
研
修
会
、
情
報
交
換
会
、
市
民
の
み

な
さ
ま
へ
向
け
た
本
事
業
や
慢
性
腎
臓
病
に
つ
い
て
の

啓
発
活
動
（
減
塩
料
理
教
室
、市
民
講
座
な
ど
）
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
会
議

や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
を
通
し
て
、
登
録
医
療
機
関
へ
情

報
共
有
し
て
い
ま
す
。

尿
中
推
定
塩
分
摂
取
量
検
査
の
実
施

市
で
は
、
特
定
健
診
・
集
団
健
診
で
、
尿
中

に
含
ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
量
な
ど
か
ら
、
日
頃

の
食
生
活
の
お
お
よ
そ
の
塩
分
摂
取
量
を
算
出

す
る
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
1

日
の
食

塩
目
標
量
は
、
男
性

7.
5
g

未
満
、
女
性
は

6
.
5
g

未
満
、
高
血
圧
や
腎
臓
病
の
方
は
男

女
共
に

6
g

未
満
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
定
健
診
時
の
尿
検
査
で
実
施
し
て
い
る
「
尿

中
推
定
塩
分
摂
取
量
検
査
」
の
令
和
2
年
度
の

結
果
に
よ
る
と
、
男
性
の
約
69
％
、
女
性
の
約

81
％
が
、
目
標
値
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
食
塩
の
摂
り
す
ぎ
は
、

高
血
圧
や
、
余
分
な
食
塩
を
排
出
す
る
な
ど
で
、

腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
腎

臓
を
守
る
た
め
に
は
、
減
塩
が
大
切
で
す
。
毎

年
定
期
的
に
特
定
健
診
を
受
診
し
、
自
分
の
健

康
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
健
康
維
持
に

努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今回お話を聞いた方（左から）

市健康支援課

真
ま

鳥
とり

ゆきのさん・佐
さ

久
く

田
だ

育
いく

子
こ

さん・泉
いずみかわ

川留
る

里
り

子
こ

さん

  「上手な医療のかかり方アワード」とは、厚生労働省が上手な医療のか

かり方への貢献につながる優れた啓発活動・取り組みを表彰するもので

す。令和4年3月15日に開催された、「第3回 上手な医療のかかり方アワー

ド」表彰式では、うるま市・沖縄市 CKD（慢性腎臓病）・糖尿病性腎臓病 

病診連携医登録事業〜ちゅらまーみ（腎）プロジェクト〜が、『第 3回 上

手な医療のかかり方アワード 厚生労働省 医政局長賞 自治体部門 優秀

賞』を受賞しました。プロジェクト開始から、新規透析患者数は減少傾

向にあり、取り組みの効果がますます期待されています。

　腎臓の機能低下が疑われる時期から、かかりつけ医と腎臓診療医が連携

して治療を行うことで、新規人工透析患者数を減らす取り組みです。

腎臓診療医 かかりつけ医

患者

かかりつけ医と腎臓診療医の連携

    

今回お話を聞いた先生

砂
すな

川
がわ

博
ひろ

司
し

先生（すながわ内科クリニック院長）

み
な
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
は
、
腎
障
害

や
腎
機
能
低
下
が
、
あ
る
一
定
の
期
間
続
い
て
い
る

「
慢
性
腎
臓
病
」
の
こ
と
で
す
。
腎
臓
は
、
加
齢
と

と
も
に
そ
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に
加
え
、
沈
黙

の
臓
器
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
身
体
の
不
調
を
感
じ

る
頃
に
は
、
腎
臓
機
能
の
悪
化
が
進
行
し
て
い
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
働
き
盛
り
世

代
の
腎
臓
の
健
康
に
つ
い
て
、
腎
臓
内
科
・
糖
尿
病

内
科
専
門
の
砂
川
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

腎
臓
の
役
割
と
は
？

腎
臓
は
、
①
老
廃
物
を
尿
と
し
て
捨
て
る

②
体

液
量
や
、
血
液
の
酸
性
度
を
一
定
値
に
調
整

③
血

液
や
骨
を
作
る
の
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

D

や

レ
ニ

ン
を
体
内
で
作
る
と
い
っ
た
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、
気

分
不
良
に
な
っ
た
り
、
む
く
み
や
心
不
全
、
高
カ
リ

ウ
ム
血
症
に
よ
る
突
然
死
、
貧
血
や
高
血
圧
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
不
調
を
も
た
ら
し
ま
す
。

腎
臓
の
機
能
は
加
齢
と
共
に
機
能
が
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば
20
歳
の
腎
機
能
を

1
0
0

点
と

す
る
と
、
1

年
で

1

点
ず
つ
機
能
点
数
が
低
下
し
、

40
歳
で
は
80
点
、
60
歳
で
は
60
点
、
80
歳
で
は
40
点

と
い
っ
た
具
合
に
低
下
し
て
い
き
、
10
点
以
下
は
透

析
準
備
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
腎
機
能

の
低
下
に
加
え
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
、

肥
満
、
喫
煙
、
腎
臓
病
の
家
族
歴
な
ど
が
あ
る
人
は

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
っ
た
時
に
、

進
行
を
早
め
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

腎
臓
の
不
調
を
知
る
に
は
？

  

「
沈
黙
の
臓
器
」
と
も
言
わ
れ
、
な
か
な
か
症
状
が

表
れ
ず
、
自
覚
し
に
く
い
の
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
特
徴
で
す
。

飲
酒
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
や
、
生
活
習
慣
病
に

関
連
し
た
過
去
の
病
歴
、
家
族
歴
な
ど
も
、
慢
性
腎

臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
日
頃
の
生
活
の
な
か
で
、
左
の

異
変
が
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□ 健康診断で尿蛋白があると言われた

□ 尿の色が変だと感じたことがある

□ 尿が泡立っていると感じる

□ 夜間に何度もトイレに行く

□ 顔色が悪いと言われることがある

□ 疲れやすい。疲れが抜けない

□ むくみを感じる

腎臓の不調を知る

セルフチェック

①尿を調べましょう ②血圧をコントロールしましょう ③減塩を心がけましょう

④腹八分・体重管理を心がけましょう

　尿の異常は、見た目では分かりづらいこと

も多いため、「尿検査」で蛋白がないか、数

値で把握することが大切です。もし、尿蛋白

があった場合は治療で減らし、できるだけ少

なくしていきましょう。尿に糖が含まれる

状態が続くと、「糖尿病」の恐れもあります。

糖尿病は、CKD のリスクも高めるため、治

療を受けましょう。

尿検査と、血液検査により、腎臓の健康値を数値で測ることができます。急激な悪化を防ぐため、毎年定期的に健診に行きましょう。

次のページからは、腎臓病患者の増加を防ぐための、うるま市の具体的な取り組みを紹介します。

　腎臓のためには、血

圧も低い方が良いとさ

れ て い ま す。 １ 週 間

の 平 均 で 観 察 し ま す。

150mmHg が持続する

場合、必ず医師に相談

しましょう。薬で治る

高血圧も多くあります。

　腎臓の悪化は、悪い生活習慣や食生活の積

み重なりも要因となります。塩分を摂り過ぎ

ると、腎臓に大きな負担がかかります。

　食べすぎ、運動不足は、肥満の原因になり

ます。内臓脂肪型肥満になると蛋白尿が出や

すくなります。

　沖縄県立中部病院地域連携室長内科副部長などを務めたのち、「すなが

わ内科クリニック」を開設。うるま市健康支援課とともに市民の健康を守

る「ちゅらまーみプロジェクト」の実施に尽力している。

うるま市民の心と身体の健康を保つお手伝い・うるみんニュース
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市
で
は
慢
性
腎
臓
病
の
重
症
化
予
防
に
向
け
た
取

り
組
み
「
ち
ゅ
ら
ま
〜
み
（
腎
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

平
成
29
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
詳
細
を
健
康
支
援
課
の

み
な
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
心
身
と
も
に
健

康
で
輝
く
暮
ら
し
を
維
持
す
る
た
め
に
、
腎
臓
の
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

う
る
ま
市
の
現
状

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
、

う
る
ま
市
・
沖
縄
市
で
は
腎
臓
の
状
態
が
悪
化
し
て
人

工
透
析
を
受
け
る
患
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
人
口

10
万
人
あ
た
り
の
透
析
人
口
が
全
国
・
沖
縄
県
全
体

と
比
較
し
て
高
い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
健
康
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
う
る
ま
市
・
沖

縄
市
・
中
部
地
区
医
師
会
・
全
国
健
康
保
険
協
会
沖

縄
支
部
の
4
者
協
働
で
事
業
を
実
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し
て
い
く
こ
と
と

し
、
新
規
人
工
透
析
患
者
を
減
ら
す
た
め
「
ち
ゅ
ら
ま

～
み
（
腎
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
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か
か
り
つ
け
医
と
腎
臓
診
療
医
の
連
携

　
　

「
病
診
連
携
医
登
録
事
業
」
と
は
、「
か
か
り
つ
け
医
」

が
一
定
の
紹
介
基
準
に
基
づ
き
、
患
者
を
「
腎
臓
診
療

医
」
に
紹
介
し
、
協
働
で
病
診
連
携
に
取
り
組
む
こ

と
で
一
人
の
患
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を
重
症
化
さ
せ
ず
、
新
規
透
析
患
者

数
を
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ら
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こ
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と
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取
り
組
み
で
す
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令
和

3

年
12
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時
点
で
は
、
こ
の
連
携
で
紹
介
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れ
た
件
数
は

2
7
9

件
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も
及
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で
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ま
す
。
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険
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取
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組
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か
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が
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な
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で
、
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の
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、
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介
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は
、
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縄
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ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
登
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し
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関
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の
受
診

勧
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を
行
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ま
す
。
ま
た
、
対
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と
な
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市
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の

方
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の
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健
指
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、
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療
機
関
や
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の
医
療
ス
タ
ッ
フ

を
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に
し
た
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修
会
、
情
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交
換
会
、
市
民
の
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本
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業
や
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腎
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病
に
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の
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発
活
動
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室
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講
座
な
ど
）
も
行
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て
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す
。
こ
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ら
の
取
り
組
み
に
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て
は
、
会
議

や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
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を
通
し
て
、
登
録
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関
へ
情
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有
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す
。
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の
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で
は
、
特
定
健
診
・
集
団
健
診
で
、
尿
中

に
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ま
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
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量
な
ど
か
ら
、
日
頃

の
食
生
活
の
お
お
よ
そ
の
塩
分
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取
量
を
算
出

す
る
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を
実
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し
て
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ま
す
。
1

日
の
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塩
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標
量
は
、
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性

7.
5
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、
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性
は

6
.
5
g

未
満
、
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圧
や
腎
臓
病
の
方
は
男

女
共
に

6
g

未
満
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
定
健
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時
の
尿
検
査
で
実
施
し
て
い
る
「
尿

中
推
定
塩
分
摂
取
量
検
査
」
の
令
和
2
年
度
の

結
果
に
よ
る
と
、
男
性
の
約
69
％
、
女
性
の
約

81
％
が
、
目
標
値
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
食
塩
の
摂
り
す
ぎ
は
、

高
血
圧
や
、
余
分
な
食
塩
を
排
出
す
る
な
ど
で
、

腎
臓
に
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
腎

臓
を
守
る
た
め
に
は
、
減
塩
が
大
切
で
す
。
毎

年
定
期
的
に
特
定
健
診
を
受
診
し
、
自
分
の
健

康
状
態
を
し
っ
か
り
把
握
し
て
、
健
康
維
持
に

努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

今回お話を聞いた方（左から）

市健康支援課

真
ま

鳥
とり

ゆきのさん・佐
さ

久
く

田
だ

育
いく

子
こ

さん・泉
いずみかわ

川留
る

里
り

子
こ

さん

  「上手な医療のかかり方アワード」とは、厚生労働省が上手な医療のか

かり方への貢献につながる優れた啓発活動・取り組みを表彰するもので

す。令和4年3月15日に開催された、「第3回 上手な医療のかかり方アワー

ド」表彰式では、うるま市・沖縄市 CKD（慢性腎臓病）・糖尿病性腎臓病 

病診連携医登録事業〜ちゅらまーみ（腎）プロジェクト〜が、『第 3回 上

手な医療のかかり方アワード 厚生労働省 医政局長賞 自治体部門 優秀

賞』を受賞しました。プロジェクト開始から、新規透析患者数は減少傾

向にあり、取り組みの効果がますます期待されています。

　腎臓の機能低下が疑われる時期から、かかりつけ医と腎臓診療医が連携

して治療を行うことで、新規人工透析患者数を減らす取り組みです。

腎臓診療医 かかりつけ医

患者

かかりつけ医と腎臓診療医の連携

    

今回お話を聞いた先生

砂
すな

川
がわ

博
ひろ

司
し

先生（すながわ内科クリニック院長）

み
な
さ
ん
は
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
「
Ｃ
Ｋ
Ｄ
」
と
は
、
腎
障
害

や
腎
機
能
低
下
が
、
あ
る
一
定
の
期
間
続
い
て
い
る

「
慢
性
腎
臓
病
」
の
こ
と
で
す
。
腎
臓
は
、
加
齢
と

と
も
に
そ
の
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
に
加
え
、
沈
黙

の
臓
器
と
も
呼
ば
れ
て
お
り
、
身
体
の
不
調
を
感
じ

る
頃
に
は
、
腎
臓
機
能
の
悪
化
が
進
行
し
て
い
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
、
働
き
盛
り
世

代
の
腎
臓
の
健
康
に
つ
い
て
、
腎
臓
内
科
・
糖
尿
病

内
科
専
門
の
砂
川
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

腎
臓
の
役
割
と
は
？

腎
臓
は
、
①
老
廃
物
を
尿
と
し
て
捨
て
る

②
体

液
量
や
、
血
液
の
酸
性
度
を
一
定
値
に
調
整

③
血

液
や
骨
を
作
る
の
に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

D

や

レ
ニ

ン
を
体
内
で
作
る
と
い
っ
た
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

腎
臓
の
働
き
が
悪
く
な
る
と
、
吐
き
気
や
嘔
吐
、
気

分
不
良
に
な
っ
た
り
、
む
く
み
や
心
不
全
、
高
カ
リ

ウ
ム
血
症
に
よ
る
突
然
死
、
貧
血
や
高
血
圧
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
不
調
を
も
た
ら
し
ま
す
。

腎
臓
の
機
能
は
加
齢
と
共
に
機
能
が
低
下
し
て
い

き
ま
す
。
例
え
ば
20
歳
の
腎
機
能
を

1
0
0

点
と

す
る
と
、
1

年
で

1

点
ず
つ
機
能
点
数
が
低
下
し
、

40
歳
で
は
80
点
、
60
歳
で
は
60
点
、
80
歳
で
は
40
点

と
い
っ
た
具
合
に
低
下
し
て
い
き
、
10
点
以
下
は
透

析
準
備
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
加
齢
に
よ
る
腎
機
能

の
低
下
に
加
え
、
高
血
圧
症
、
糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
、

肥
満
、
喫
煙
、
腎
臓
病
の
家
族
歴
な
ど
が
あ
る
人
は

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
要
因
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
な
っ
た
時
に
、

進
行
を
早
め
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

腎
臓
の
不
調
を
知
る
に
は
？

  

「
沈
黙
の
臓
器
」
と
も
言
わ
れ
、
な
か
な
か
症
状
が

表
れ
ず
、
自
覚
し
に
く
い
の
が
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
特
徴
で
す
。

飲
酒
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
や
、
生
活
習
慣
病
に

関
連
し
た
過
去
の
病
歴
、
家
族
歴
な
ど
も
、
慢
性
腎

臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
要
因
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
ず
は
日
頃
の
生
活
の
な
か
で
、
左
の

異
変
が
な
い
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□ 健康診断で尿蛋白があると言われた

□ 尿の色が変だと感じたことがある

□ 尿が泡立っていると感じる

□ 夜間に何度もトイレに行く

□ 顔色が悪いと言われることがある

□ 疲れやすい。疲れが抜けない

□ むくみを感じる

腎臓の不調を知る

セルフチェック

①尿を調べましょう ②血圧をコントロールしましょう ③減塩を心がけましょう

④腹八分・体重管理を心がけましょう

　尿の異常は、見た目では分かりづらいこと

も多いため、「尿検査」で蛋白がないか、数

値で把握することが大切です。もし、尿蛋白

があった場合は治療で減らし、できるだけ少

なくしていきましょう。尿に糖が含まれる

状態が続くと、「糖尿病」の恐れもあります。

糖尿病は、CKD のリスクも高めるため、治

療を受けましょう。

尿検査と、血液検査により、腎臓の健康値を数値で測ることができます。急激な悪化を防ぐため、毎年定期的に健診に行きましょう。

次のページからは、腎臓病患者の増加を防ぐための、うるま市の具体的な取り組みを紹介します。

　腎臓のためには、血

圧も低い方が良いとさ

れ て い ま す。 １ 週 間

の 平 均 で 観 察 し ま す。

150mmHg が持続する

場合、必ず医師に相談

しましょう。薬で治る

高血圧も多くあります。

　腎臓の悪化は、悪い生活習慣や食生活の積

み重なりも要因となります。塩分を摂り過ぎ

ると、腎臓に大きな負担がかかります。

　食べすぎ、運動不足は、肥満の原因になり

ます。内臓脂肪型肥満になると蛋白尿が出や

すくなります。

　沖縄県立中部病院地域連携室長内科副部長などを務めたのち、「すなが

わ内科クリニック」を開設。うるま市健康支援課とともに市民の健康を守

る「ちゅらまーみプロジェクト」の実施に尽力している。

うるま市民の心と身体の健康を保つお手伝い・うるみんニュース
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